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授業の個別最適化と問題作成の効率化 ��������������� !�"#$%&

https://fujimurakeiji.com/

https://fujimurakeiji.com/
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Keiji Fujimura, Ph.D.
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専門： ESP （特定目的のための英語教育）／アクティブ・ラ

ーニング ／ 生成 AI × 英語教育

共著『 AI と大学英語教育 次のステージへ』（金星堂）
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今日お話しする内容は、すべて自分の授業で実際に試してきたものです。

02 56%7GPT8 bot9(:�;<�=>

模擬国連、アスリートへの個別英語コーチングなどで運用中。
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@AB�CD

JACET ・ JALTCALL 等で AI 活用の実践研究を発表しています。
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プロンプトと Brisk 。設定不要、今日から使えるものだけ。

S T E P  2
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Agent 。一つの指示で複数の作業が終わる世界を実演します。
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Part 3

Agent �fg>

学校種を越えて使える形でお話しします。
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1 �\l^m(nop__�

レベル差は見えている。でも人数分の教材を作る時間がない。

2 q`�rs+*�

相談相手も、代わりに作ってくれる人もいない。

3 rm�*V0G��

活動のアイデアは浮かぶ。準備が追いつかないだけ。
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先生の手元の作業を軽くする話です。

準備が軽くなれば、一人ひとりに合わせた教材を作る

余裕が生まれます。個別最適化は、その結果です。
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国立教育政策研究所 教育研究公開シンポジウム「生成 AI 時代の学校教育と教師」 2026 年 8 月 6 日
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Fast AI ではなく Slow AI 。効率よく答えを得る

ことが目的ではない、という整理。 EU ・英国・

米国・ UNESCO ・ OECD の政策文書に共通する

視点として示されました。
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OECD Digital Education Outlook 2026 。考え

る過程を飛ばすこと（認知的オフロード）が学習

効果を下げる。ある研究では、 AI 利用で練習の成

績は 48% 向上したが、 AI なしの試験では 17%

低下しました。
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文科省ガイドライン Ver.2.0 の基本的な考え方。

「人間中心の利活用」。 AI を入れると教師の役割

は軽くなるのではなく、むしろ重くなる、という

立場です。
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OECD (2026). Digital Education Outlook 2026. ／ Bastani et al. (2025). Generative AI without guardrails can harm learning. PNAS, 122(26). ／ 文部科学省 (2024). 生成 AI の利活用に関する

ガイドライン Ver.2.0.
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皆さんすでにお使いだと思います。ここでは「メモリ機能」という新しい前提だけ、しっかり押さえます。
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本文を、語彙レベルを落として

書き換える。

02

«¬­< 3®¯��

同じ内容を「易・中・難」の 3

バージョンに展開する。

03
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本文から重要語彙を抽出し、�

文つきリストにする。

04

�g³ªc³´1

この�元で使える�ア�ークを

5 つ提�させる。
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※ 2026 年 8 月中�から、 ChatGPT の個人ア�ウント（ Free / Go / Plus / Pro ）では新� GPT （ bot ）を作成・公開できなくなりました。	
のものは使えます。 Gemini の Gems も終��定との通

知が出ています。
は�わりますが、プロンプトは�ります。
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2026 年 6 月 4 日��、 Plus / Pro から�次提�。�前より「�え

方」が�くなりました。
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��科目・使用教材・学習�の�向を一��えさせれば、次から本題

だけで話が通ります。
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「 CEFR A2� B1�・� 4 コ�・� 中心」

´º
éê

「!答は"#日本語。表は使わ#$%書きで」

ëT�*V0

「文&用語は最'(。学習�に見せる前提で書

く」

�S1H×]æky[�_LGÉìß�P{;`ab
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OpenAI (n.d.). Memory FAQ. OpenAI Help Center. https://help.openai.com/

https://help.openai.com/


V I D E O  0 1 )*+生, 1 分 00 -

KQ$KR 1¥_iU�\pðñyÃ�O�
同じ本文を、易・中・難の 3 バージョンに一発生成します
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01

プロンプトは 10.。/った書き方

はしていません

02

易0と難0の同じ$所を1べる。語

彙だけが�わっています

03

重要語リストが02とに3う。その

まま4れます

5 6レーションは)*に入れ#、その場で話します
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Chrome78。 Google ド9:メントの中で;結します。そして<教=は>?です。
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Chrome / Edge 
ùúÑÒ

@ールバーの「 B 」を押すだけでA動。 Google ド9:メント / 

Classroom / Slides / PDF にBC。別のDイトにE動しなくてよい。

ûü
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今日2FGする中で、いHばん「今すI試せる」ものです。J?の上

Kプランもありますが、>?のLMでN分に実用的です。
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レOスンプラン・クイP・�ークシート・スラ

イド

�ÿ種]指定���

中学・Q校・大学をRんで作らせられます

N1_T�ST

アバウトな一文からSめられます

Brisk Teaching,5教=は>?。 Chrome / Edge 78機能としても提� https://www.briskteaching.com/

https://www.briskteaching.com/
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��p入Ã�指示：H CEFR A1
����v4]wx(U A2(����
 本B� 4技Ò«J6$])^m�*{L

たったこれだけです。学校種（大学）とT語（日本語）をRぶUはありますが、指示文はこの一文。

1

クªJク6%&R

「次はVを教えますかW」

のUに一文入れる

2

AIp問*返P

重点をXくY能はW

テー�はW 目的はW

3

�k]選ぶ

RZ[からRぶだけ。

書かなくてよい

4

ドキュÏ$R(´�

Google ド9:メントに

目次つきで生成される

´+���
8 80~
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学習目\／新出語彙 25 語／文&]ニレOスン／^_`aOプ活動／リスニン

グb本／自cde／f題／理 �チgOク

1_�Hワ&クシ&RLrH小I6RL�ó
追加¨クW6R可

1�生成して終わりではなく、hさi整、�ークシート作成、'テス

ト作成など、指示しなくてもjkン一つで自動作成。おlにmさない

部分は自分でnoもp能

Brisk Teaching,5教=は>?
https://www.briskteaching.com/

https://www.briskteaching.com/


V I D E O  0 3 )*+生, 3 分 25 -

³バウR�qÚ_iU 80~
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Brisk Teaching のクイOクスkート。学校種は「大学」を指定しています

2ò
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01

指示は一文だけ。プロンプトを作り

qんでいません

02

AI のrうから問いsしてくる。RZ

[で答えるだけ

03

tuができ、�ークシートv Quiz

が作れます。



V I D E O  0 5 )*+生, 40-

H本¿(本`p½*�_L]確_��
Brisk 「文wのxy」<  Google ド9:メントのtuz{を+生します

2ò
�óVô

01

「 1!の|り}け・ 644!のtu」

<!数がバOジで表示されます

02

kイムラインに「 2!の大~コ�ー

�ースト」と��が出ます

03

+生は 1� 100��。hい文wでも

一�で�認できます
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Glow / Grow / Wondering �返P
Brisk 「フィードバOクを�える」<  学年レベルは「大学」までRべます

2ò
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01

「一�フィードバOク」で複数の生

�の�題を一�に�りqめます

02

学年レベル・T語・ルーブリOクを指

定できます

03

出�は文書に表として���入。教

=は�認して�すだけ

5 ルーブリOク�点・次のステOプ提�など、目的別に 6 種�のモードがあります
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©ªIィ$グ指導
â1��Â�ã´_i�
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Google ド9:メントで書かせるだけで、準備はr�終わっています。あとは Brisk を 2!押すだけです。

01 f~
�Google ド©ªブ(フォ­ダ])^�

02 ���
ã´フォ­ダ])^mUGoogle ドキュÏ$R�½_[�

個別フ�ル�が�ましい

03 HコピペG禁止L0å示1+指示P�

ここが�で効いてきます

04 複¤
��
フォ­ダご0Uq括�フィ&ドバJク

形成的de／�点�d（最終de）

05 フィ&ドバJクp入s�V0]伝k+確認y[�

06 ÈÉ�i¨©ªRy[U�¦評価}講評

��

07 �
課題�)�げ�

V
運�
勘所

Hã´�L�G�^

H½*���Lp残�

Google ド9:メントで書かせるだけで、tuz{

が自動的に�ります。特別な��けは要りません。

V
�M�[P� 2 本

� を��する

Ú章
検査

tuz{を+生して、|り}け!数を見る

� を実.する

フィ&ドバJク]与k�

Glow / Grow / Wondering でsす

H AI�½_[�*÷øêL0H AI�返P÷øêLGU�� 1)
ùúÑÒ
中(�mOP{
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この� Agent の話に入ります。その前に、"#出るこの問いに先にお答えします。��・設定・� の 3�で

整理しました。
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サ&-6 暗号> 第三4認証}各社
公ñペ&X

ChatGPT

8OpenAI9

送Dn� TLS 1.2

保存n� AES-256

バグバウンティ運用・ 24 時間 365 日¡�
https://trust.openai.com/

Claude

8 Anthropic9

送Dn� TLS 1.2 以上

保存n� AES-2568全K©$9

SOC 2 Type II ／ ISO 27001 ／ ISO 42001
https://trust.anthropic.com/

Gemini

8Google9

送Dn}保存n0�暗号>

Google Cloud  盤

SOC 1/2/3 ／ ISO 27001 ・ 27017 ・ 27018 ・ 42001
https://cloud.google.com/security/compliance

�通1+言k�V0

通¢と�£のY¤的なB策は、 3¥とも国際\準を¦たしています。「ど

れが§¨か」ではなく、「どこも基本は押さえている」と考えてよい©準

です。

�S1UVÃG<
N�P

「ª«化されている」ことと「学習に使われない」ことは別です。

��はプランと設定で¬まります。この�の「­設定」でお話しし

ます。

技術�守Ã�
GH盗OÃ�*V0LO�{H×]入ºP�_LG運��決��1_�mO[z{

OpenAI 「 ChatGPT ?金�ージ FAQ 」rか。 Anthropic ・ Google の®目は¯¥公開^_およ°±²�まとめに基³く（ 2026 年 8 月時点）。´入µ¶の際は¯¥の最新の公·^_を2�認ください。

https://trust.openai.com/
https://trust.anthropic.com/
https://cloud.google.com/security/compliance
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Ú部科�省

初等中等�"®¯(MT��� AI
利��(関P�ガªド©ª$� Ver.2.0

2024 年 12 月 26 日公表。 2023 年 7 月の¸定ガイドラインを¹ºしたものです。学校»場での活用を前提に、場¼・½¡2との¾�点が
整理されています。

�優�項�
ひ0) 禁止�G�^U��
指針�P

「一¿のÀÁvÂÃ}けをÄめるものではない」

とÅÆ

文部科学省 (2024). Ç等中等教育ÈÉにおける生成 AI の利活用に関するガイドライン Ver.2.0. ／ ÊËÌÍ (2026). 学校教育における AI 活用に関する�Î .

「生成 AIサービスに個人情報を含
むプロンプトの入力を行う場合には、
生成 AIサービスの提供者が当該個
人情報を機械学習に利用するか否か
等を十分に確認すべき」（ p.15)
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②�設定�ÂH有û(PÃば安全L�G�mO[z

Ï目は「>?かJ?か」ではなく、「個人向けか、ÎÐ向けか」です。個人のJ?プランは、 3¥とも	定では学習に使われます。

サ&-6 ;`�TK©$8ýû}有û0�9 ø織�TK©$

ChatGPT
既定��v(�§Ã�可Ò性p��

→�f~�設定]OFF(P�

Team / Business / Enterprise / Edu / API

既定��§Ã�*

Claude
2025Ó 8Ô以降U既定�オ$

→�f~�設定]OFF(P�

Team / Enterprise / API

既定��§Ã�*}DPA付帯

Gemini
原則Ðc­改善(利�yÃ�

→�³クIィ-Iィ]OFF(P�

Google Workspace8法`}�"Ñ関9

既定��§Ã�*

f~� OFF (P�x順

ChatGPT

設定 Ñ デーkコントロール Ñ

「モデルの¹Òに使用」を OFF

Claude

設定 Ñ プライバシー Ñ

デーk利用 を OFF

Gemini

アプリアクティÓティ Ñ

「 Gemini アプリアクティÓティ」を OFF

�ÿ�ø織B(���iU;々
xg設定(頼i£Uø織�TK©$(揃k�
p確2�P{

¯¥ÔルプÕンkー（ 2026 年 8 月時点の�Ö）。設定�×は�×�のØ話にのÙ適用され、過Ú分はÛÜしません。
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③�構造�Â�c&%]外(´y�*設計p���

VVpV
�
� Agent 
N
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:^��誤解

H全部ク©ウド(³JKQ&ドyÃ�L

フÝイルをÞ2とßげる使い方なら、�かにそうなります。だからà

áv成績表を��|るのはâけます。

Agent  
uÜ

処理Gx元�走mU

ÈÉ�結�ST]rm取m

Agent は自分の PC 上で動きます。「フÝイルをãす」のではなく

「"要なä作をさせる」�成が�れます。

�ち帰s+*�S��*運�­&­� 3�

2名]�§�*

「学習� A 」「学習� B 」にXき換える。

識<���ab]入Ã�*

成績・出å・学æç«・�è�véêの^_は

入�しない。

迷s�iV
 準�
ë部向け：これを±²�に提�して大ìí

かW　

学内・校内向け：

「これを紙で研究室・職員室の外に置けるか」

できないと直感的に思うなら入力しない。

Model Context Protocol https://modelcontextprotocol.io/

https://modelcontextprotocol.io/
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Agent  �U

��Ê
�
]渡P

ここが今日の「最前î」です。プロンプトを書くÈÉから、目的をïえれば作業が終わるÈÉへ。
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Agent G×p違�
_

VÃO�
� C h a t G P T

聞^�→��kp返�

答えをコ�ーして自分で|る／次の作業は自分で指示し�す／作業の

½¡は「先生」のまま

A g e n t

頼む�→���p¦§s+*�

自分で手�を分 して�に実.／フÝイルを開く・書く・�
するま

でvる／作業の½¡が「 AI 」にEる

違*]q言�*�0

H�k]�i�L_iH��]渡PL�
たとえば「この本文からレベル別�ークシートを 3 種�作って、それðれ PDF にして、まとめてフ�ル�に入れておいて」<これが一!の指

示で終わります。コ��のñòがなくなる、というのが¡óとして一ç大きい�化です。

別所oô (2026). 大学教育における生成 AI 活用について .,5「õäö÷に手ïってもらう」と「代理人に�øをùむ」のB1
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qâ
指示�UVVO�¦§mOP

��
指示：H添付
本Ú_iU 3«¬­
ワ&クシ&R0解�]�s+U PDF(1+フォ­ダ(入Ã+L

1

本Ú]読む

PDF ・ Word を

そのまま ú

2

3«¬­(ðñ

易・中・難の

�ークシート生成

3

解�])^�

¯0にBCした

 答と û

4

体裁]整k�

書·をüえて

PDF に�換

5

保存P�

指定フ�ル�に

まとめてýþ

VÃO�

60〜 90~ 生成 Ñ コ�� Ñ 書·i整 Ñ

�換 Ñ �
を手作業でñò

A g e n t  (渡P0

指示� 1â ÿっている間に他の�øができる。

�認とnoだけが先生の�øに
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V
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Agent 
処理G待ちno�G�mO[z{VVpq番面白*0Vô�P{

*¼に流れる表示は、 AI が「今どこでVを考えているか」のÆ)です。�Ù方がわかると、 AI が急に怖くなくなります。

1

読む

フÝイルを開いて

中身を把握する

「本文を�Ùqんでいます」

という表示が出ます

2

~T�

vることを手�に

分 して並べる

ToDo リストが

自動で立Hます

3

��

1件#つ�çに

生成していく

失敗すると自分で

vり�します

4

整k�

書·をüえて

形·を�換する

道具を

呼°出す�間です

5

確_��

出来たものを

自分で点xする

抜けがあれば

戻ってvり�します

V
 5)
óV(*�_]U'p2ò1OP{HEG 3番U�s+*�0Vô�PL0*�具Ü({

ブラOクjOクスに見えるものの中身は、�ëと地味な作業の積Ù重ねです。



V I D E O  0 4 )*+生, 3 分（実時間 8 � 10 分を��）

Agent (U�vツ&­ご0�i[�
教材一·の自動生成から、生�の状況に合わせた@ールの�築まで

2ò
�óVô

01

指示は一文。 Agent が手�を自分

で分 します

02

Agent が手元の道具を呼°出す�間

（�整える）

03

最�に、動く@ールとして立H上が

ります
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正直(申1上げOP：ýû0有û
�引�

ツ&­ ���V0 費�

Brisk Teaching 教材作成・レベル別の差し替え ýû 教=は>?

ChatGPT ýû���Gemini ýû 文w生成・リライト ýû ま#試す用

Claude Desktop ýû Agent / ロー�ル MCP （コネクk 1 つまで） ýû

ChatGPT 有û メモリ・音声モード・ bot 作成・ MCP 有û bot はJ?

Gemini 有û Deep Research ・ Workspace 連携 有û 契約次±

多^
�GP�(ご存�S0�*OPpU念
��Â|j価格

ChatGPT

Go 1,400円

Plus 3,000円

Pro 16,800円〜

Claude

Pro 約 3,480円

Max 約 17,400円〜

Gemini

AI Plus 1,200円

AI Pro 2,900円

Ultra 36,400円

※ 2026 年 8 月時点・個人プランの月額（税q目§）。 Claude はドル建てのため為替で�動します。&人・教育機関向けプランは別¡系です。

ま#試す用
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åFUO£q)ST試P�i

S T E P  1  
入口

Brisk ]入Ã+Uワ&クシ&R] 1枚)^s+ê+^Sy*
78機能を入れて、 Google ド9:メントを開いて、 B を押す。 5 分で終わります。>?です。

ÊV_i�
道筋

1 週�

Brisk � 1枚)^�

「思ったより普通だ」とóじられ

れば成功です

1 ヶÔ�

ÏÐ¨ÑÒ]設定

��科目と使用教材を�えさせる

だけ

�期�

bot ] 1)�s+ê�

目的・ロール・出�形·の 3 つを

¬めるだけ

Ê
�

Agent (��]渡P

ñòのコ��がなくなる¡験を

�s+U�§[+U直P{�初_i完璧]�指y�*V0{VÃp唯q
コツ�P{



¨$ク集 � � } � � 6ク¨&$ショJR推奨

f~��i�^+�U���mOP

英語教育に特化したプロンプトuと@ールを、先生方が>?で公開してくださっています。ま#はここを見るのが早いです。

KQ$KR集 	
��
��
 ChatGPTKQ$KR集

髙木 俊輔 先生（聖光学院中学校Q等学校）

https://sites.google.com/office-shunsuke.com/prompts-for-english-teachers

ツ&­ Tanino teacher tool

谷野 圭亮 先生（大阪公立大学工業Q等専門学校）

https://taninon.sakura.ne.jp/teacher_tool/

ツ&­�研究 langtest.jp ��mizumot.com

©本 篤 先生（関西大学）

https://langtest.jp/

https://mizumot.com/

公B事� AI
��(:�	
�"強>事�

文部科学省

https://ai-eigo.mext.go.jp/

V
�々
ペ&XG互*(¨$ク1Üs+*OP{ひ0)辿ÃばU芋l�¼(�)_mOP{ CEFRµ定なら 内田諭 先生の CWLA2

https://cwla.langedu.jp/

https://sites.google.com/office-shunsuke.com/prompts-for-english-teachers
https://taninon.sakura.ne.jp/teacher_tool/
https://langtest.jp/
https://mizumot.com/
https://ai-eigo.mext.go.jp/
https://cwla.langedu.jp/
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|jÚ献

本日2FGした内容の出典です。¨文リストはTipsと共に右のQRコードの資?から2覧いただけます。

政策}研究

Bastani, H., Bastani, O., Sungu, A., Ge, H., Kabakcı, Ö., & Mariman, R. (2025). Generative AI without guardrails can harm 

learning: Evidence from high school mathematics. Proceedings of the National Academy of Sciences, 122(26), Article 

e2422633122.

Keil, F. C. (2026). The disappearance of insight: When technology undermines how and why. The MIT Press.

OECD. (2026). OECD digital education outlook 2026: Exploring effective uses of generative AI in education. OECD Publishing.

国立教育政策研究所 . (2026, 8 月 6 日 ). 生成 AI 時代の学校教育と教師<人間の果たすべき役割 [ 教育研究公開シンポジウム ].

文部科学省 . (2024). Ç等中等教育ÈÉにおける生成 AI の利活用に関するガイドライン (Ver. 2.0).

文部科学省 . (n.d.). AI の活用による英語教育強化ø業 .

©本篤 . (2026). AI のあるë国語教育 . 松柏¥ .

23}ツ&­

髙木俊輔 . (n.d.). 英語教=のための ChatGPT プロンプトu . ／ 谷野圭亮 . (n.d.). Tanino teacher tool.

|jÚ献�全Ú¨6R

fujimurakeiji.com で

公開しています

本F
Ëûq¼

アー�イブとあわせて

�日2�内します

松岡弥生Í・他 . (2026). AI と大学英語教育<次のステージへ . 金星堂 .

https://fujimurakeiji.com/ja/docs


ご清聴�mp0�ござ*O1�
「あなたもできる」<今日いHばんおïえしたかったのはここです。

������ / Keiji Fujimura, Ph.D.

愛知工業大学 基礎教育Õンkー

kfujimura@aitech.ac.jp

³$ケ&RK«õ$R

『 AI と大学英語教育 次のステージへ』（金星堂）を

5àÖに

https://fujimurakeiji.com/
Ö刊8 2027 Ó 3 Ô刊¥予定}仮題9

AI 時代のアクティブラーニング型英語教育（金星堂）

https://fujimurakeiji.com/
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